
徳
川
時
代
の
中
期
、
老
荘
思
想
が
一
つ
の
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
。
そ

（
１
）

れ
は
柤
棟
学
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
祖
棟
学
と
老
荘

思
想
の
関
連
を
論
じ
る
際
、
従
来
の
研
究
で
は
、
古
文
辞
学
と
『
老

子
』
『
荘
子
』
二
言
の
関
係
が
言
わ
れ
、
さ
ら
に
、
柤
棟
の
思
想
形

（
２
）

成
と
老
荘
思
想
の
間
の
連
関
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

本
稿
は
、
主
に
柤
侠
が
抱
く
（
人
と
し
て
の
）
老
子
像
を
考
察
す
る
。

柤
侠
に
と
っ
て
、
書
物
の
み
な
ら
ず
、
人
物
と
し
て
の
老
子
が
重
き

を
占
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
と
同
様
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
貴
重
な
仕
事
と
し
て
、
尾
藤
正

一
は
じ
め
に
ｌ
老
子
と
祖
侠

荻
生
柤
棟
の
「
老
子
」
像
ｌ
「
知
礼
者
」
・
「
空
言
者
」
Ｉ

（
３
）

英
の
「
荻
生
柤
侠
の
「
老
子
」
観
」
が
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
尾
藤
論
文

を
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
と
異
な
っ
た
視
角
か
ら
祖

侠
の
老
子
像
を
描
く
。
尾
藤
に
よ
れ
ば
、
柤
棟
は
、
『
学
則
』
で
は
、

老
子
の
評
価
は
消
極
的
で
、
聖
人
の
道
を
学
ぶ
が
そ
の
本
質
を
性
急

に
言
語
で
表
現
し
て
誤
り
を
犯
し
た
人
物
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
、
『
讓
園
十
筆
』
（
七
筆
。
以
下
『
七
筆
』
な
ど
と
略
）
は
、
老

子
を
聖
人
の
地
位
に
ま
で
積
極
的
に
高
め
て
い
る
と
し
て
、
尾
藤
は

こ
の
老
子
の
高
い
評
価
に
注
目
す
る
。

尾
藤
が
『
讓
園
十
筆
』
の
老
子
観
に
注
目
し
た
の
は
舸
眼
だ
が
、

ま
だ
説
き
明
か
す
べ
き
も
の
が
残
っ
て
い
る
と
私
は
思
う
。
後
に
も

ふ
れ
る
よ
う
に
、
『
七
筆
』
で
は
、
老
子
は
「
礼
楽
の
源
」
を
見
た

人
物
と
さ
れ
、
「
聖
」
を
も
っ
て
称
さ
れ
て
い
る
。
尾
藤
は
、
「
礼
楽

藍
弘
岳
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の
源
」
に
つ
い
て
「
礼
楽
の
根
源
に
あ
る
も
の
、
先
王
Ⅱ
聖
人
が
礼

（
４
）

楽
を
制
作
し
た
際
の
根
本
原
理
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
」
、
ま
た
「
聖
」

に
つ
い
て
「
作
者
Ⅱ
聖
人
た
る
能
力
誌
）
」
と
理
解
す
る
。
と
こ

ろ
が
、
柤
棟
が
使
っ
て
い
る
「
礼
楽
の
源
」
「
聖
」
に
は
多
義
的
な

含
み
が
あ
る
。
特
に
「
礼
楽
の
源
」
に
対
す
る
理
解
は
、
柤
侠
研
究

（
６
）

の
一
つ
の
論
争
点
で
あ
る
。
本
稿
で
は
以
下
述
べ
る
よ
う
に
、
「
礼

楽
の
源
」
に
つ
い
て
、
『
易
』
（
易
道
）
を
中
心
に
捉
え
、
ま
た
（
老
子

の
）
「
聖
」
に
つ
い
て
は
『
周
礼
』
「
地
官
」
六
徳
の
一
と
し
て
の
「
聖
」

で
捉
え
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
沮
棟
は
、

老
子
を
「
礼
楽
の
源
」
を
見
た
「
知
礼
者
」
と
し
て
「
聖
」
の
徳
を

持
つ
人
材
だ
と
評
価
す
る
が
、
し
か
し
作
者
た
る
べ
き
「
聖
人
」
と

は
捉
え
な
い
。
そ
こ
で
、
老
子
は
孔
子
の
師
の
一
人
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
孔
子
の
よ
う
に
聖
人
に
比
定
さ
れ
ず
、
「
空
言
者
」
と

呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

老
子
の
こ
の
「
空
言
」
は
、
柤
侠
に
と
っ
て
、
具
体
的
で
あ
る
べ

き
「
道
」
が
内
面
化
・
抽
象
化
さ
れ
て
い
く
起
源
点
で
あ
る
。
す
な

（
７
）

わ
ち
、
後
世
の
儒
学
ｌ
朱
子
な
ど
の
「
心
学
」
の
源
流
で
あ
る
。
こ

の
意
味
で
、
柤
棟
の
思
想
史
叙
述
で
は
、
老
子
は
後
儒
の
師
と
も
言

え
る
。
「
知
礼
者
」
と
し
て
、
礼
楽
を
知
り
な
が
ら
、
な
お
、
そ
れ

を
誤
っ
た
仕
方
で
伝
え
た
「
空
言
者
」
で
あ
る
と
い
う
老
子
の
こ
の

境
位
は
、
沮
棟
の
思
想
的
構
図
の
中
で
き
わ
め
て
特
別
で
重
要
な
位

置
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

『
史
記
』
に
は
、
孔
子
が
老
子
に
礼
を
問
う
伝
説
が
記
載
さ
れ
て

（
８
）

い
る
。
も
し
、
こ
の
記
述
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
老
子
と
孔
子
の
思

想
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
、
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
西
周
の
制
度
（
先
王
の
道
）

へ
の
対
応
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
制
度
に
対
し
て
老
子

は
批
判
的
だ
っ
た
が
孔
子
は
こ
れ
を
支
持
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
後

の
「
儒
・
道
の
対
立
」
が
形
成
さ
れ
る
素
地
は
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、

こ
の
『
史
記
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
老
子
も
孔
子
も
共
に
「
礼
」
に

関
心
を
注
い
で
い
る
。
荻
生
柤
侠
は
お
そ
ら
く
こ
の
『
史
記
』
の
記

載
に
基
づ
き
、
そ
の
「
老
子
」
論
を
展
開
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
例
え

ば
彼
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

老
子
は
自
然
を
言
ひ
て
、
先
王
礼
楽
の
通
、
卑
き
に
幾
し
。

（
三
筆
＄
巴

老
子
の
道
は
、
礼
楽
よ
り
出
づ
。
そ
の
他
諸
子
百
家
も
、
み
な

然
ら
ざ
る
は
な
し
。
こ
れ
い
は
ゆ
る
「
賢
者
は
そ
の
大
な
る
者

を
識
り
、
不
賢
者
は
そ
の
小
な
る
者
を
識
る
」
な
り
。
独
り
孔

子
の
伝
ふ
る
所
は
、
偏
せ
ず
、
筒
せ
ず
。
平
常
に
し
て
奇
僻
な

ら
ざ
る
者
と
な
す
。
（
七
筆
四
辺

つ
ま
り
、
老
子
と
孔
子
の
思
想
は
共
に
先
王
の
道
（
礼
楽
）
か
ら
発

展
し
て
き
た
の
だ
が
、
老
子
は
「
自
然
」
を
強
調
し
て
先
王
の
道
を

二
知
礼
者
か
ら
空
言
者
へ
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卑
し
ん
だ
の
に
対
し
て
、
孔
子
は
正
し
く
先
王
の
道
を
伝
え
て
い
る
、

と
い
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
柤
棟
は
、
孔
子
が
老
子
に
礼
を
問
う

と
い
う
伝
説
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
、
「
礼
」
に
関
し

て
老
子
が
該
博
的
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
認
め
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
「
孔
子
礼
を
老
恥
に
問
ふ
。
老
恥
礼
を
知
る
に
非
ず
ん
ば
、

則
ち
孔
子
も
亦
難
き
か
な
。
後
儒
老
恥
を
儲
視
し
、
其
の
功
も
ま
た

混
混
た
る
か
な
」
（
八
筆
誤
ｇ
と
祖
侠
は
老
子
を
高
く
評
価
し
さ
え

し
た
。
そ
の
評
価
は
、
結
局
、
老
子
が
先
王
の
道
の
伝
承
に
つ
き
孔

子
を
間
接
に
助
け
た
ほ
ど
の
「
礼
を
知
る
」
者
だ
と
い
う
こ
と
に
あ

っ
た
。
そ
こ
で
祖
侠
は
「
恥
の
、
礼
を
言
ふ
や
、
諄
諄
乎
と
し
て
度

数
を
こ
れ
遣
さ
ず
。
故
に
「
聖
を
棄
て
」
「
学
を
絶
つ
」
と
は
、
そ
の
本

心
に
非
ざ
る
者
、
彰
彰
乎
と
し
て
明
ら
か
な
る
か
な
」
（
学
則
］
ご

と
言
っ
て
い
る
。

祖
棟
は
「
老
子
独
り
超
然
と
し
て
、
以
て
礼
楽
の
源
を
見
る
こ
と

あ
り
」
（
七
筆
ご
巴
と
ま
で
言
っ
て
い
る
。
祖
侠
の
考
え
で
は
、
老

子
は
「
礼
」
の
豊
富
な
知
識
を
持
つ
の
み
な
ら
ず
、
「
礼
楽
の
源
」

も
見
た
存
在
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
「
礼
楽
の
源
」
と
は
何
か
。

「
易
な
る
者
は
礼
・
楽
の
原
な
り
」
（
二
筆
邑
）
と
柤
侠
は
述
べ
て
い

る
。
老
子
が
「
礼
楽
の
源
」
に
通
じ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
は
『
易
』

に
関
わ
っ
て
い
る
と
察
知
さ
れ
る
。
『
易
』
に
つ
い
て
沮
棟
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

易
は
占
笠
を
主
と
し
、
以
て
そ
の
疑
ひ
を
稽
へ
、
以
て
そ
の
幾

を
決
す
。
故
に
四
象
・
八
卦
・
六
十
四
卦
．
三
百
八
十
四
父
は
、

奇
偶
を
出
で
ざ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
ま
た
陰
陽
を
出
で
ず
。
判
ち

て
以
て
二
と
な
す
が
故
な
り
。
聖
人
の
道
は
こ
れ
を
行
ふ
を
主

と
す
。
こ
れ
を
行
ふ
者
は
一
を
貴
ぶ
。
こ
れ
そ
の
乞
経
と
同
じ

か
ら
ざ
る
所
以
な
り
。
（
弁
名
届
巴

易
ハ
変
易
ノ
義
ニ
テ
、
往
来
変
化
ノ
名
ナ
リ
。
ソ
モ
ソ
モ
天
地

開
關
シ
テ
ョ
リ
、
陰
陽
二
気
、
往
来
変
化
ス
ル
コ
ト
暫
モ
ャ
マ

ス
。
往
来
ハ
、
昼
夜
寒
暑
ノ
如
キ
ヲ
云
。
変
化
ハ
、
生
成
栄
枯

ノ
コ
ト
キ
是
ナ
リ
。
又
易
二
数
ア
リ
。
数
ト
ハ
物
ノ
命
数
ナ
リ
。

君
子
易
ヲ
学
ヘ
ハ
、
命
ヲ
知
り
数
ヲ
知
り
時
ヲ
知
ル
ュ
ヘ
惑
フ

コ
ト
ナ
シ
。
善
ヲ
ト
リ
卦
ヲ
立
テ
笠
ヲ
ス
レ
ハ
、
事
ノ
吉
凶
見

へ
テ
疑
ヲ
決
ス
ル
コ
ト
、
ト
笠
ヲ
ス
テ
、
更
二
他
術
ナ
シ
。

…
…
天
下
国
家
ノ
事
二
預
リ
テ
、
其
ノ
用
重
シ
。
…
…
君
子
四

術
ヲ
学
上
成
テ
、
易
ヲ
学
フ
ト
キ
ハ
、
陰
陽
変
化
ノ
理
ヲ
知
テ
、

事
二
惑
ハ
ス
。
故
二
六
経
ノ
中
二
入
し
り
。
上
下
経
ハ
、
文
王

周
公
ノ
辞
ナ
リ
。
十
伝
ハ
、
孔
子
コ
レ
ヲ
述
作
シ
玉
フ
ナ
リ
。

（
経
子
史
要
覧
臼
巴

柤
侠
の
考
え
で
は
、
『
易
』
は
「
事
ノ
吉
凶
見
へ
テ
疑
ヲ
決
ス
ル
」

占
笠
の
書
で
あ
り
、
そ
の
点
で
「
官
経
」
と
異
な
っ
て
い
る
。
と
は

い
え
、
『
易
』
も
六
経
の
一
つ
で
あ
る
。
易
の
意
義
を
祖
侠
は
、
「
君

子
四
術
ヲ
学
上
成
テ
、
易
ヲ
学
フ
ト
キ
ハ
、
陰
陽
変
化
ノ
理
ヲ
知
リ

テ
、
事
二
惑
ハ
ス
。
故
二
六
経
ノ
中
二
入
し
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
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『
易
』
を
学
ぶ
な
ら
、
「
命
・
数
・
時
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ど
ん

な
状
況
に
遭
う
と
も
惑
わ
な
い
。
こ
の
た
め
『
易
』
は
君
子
の
天
下

国
家
の
管
理
に
は
欠
か
せ
ら
れ
な
い
「
術
」
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で

『
易
』
は
六
経
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
易
』
が
「
乞
経
」
と
区
別
し
て
特
別
視
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
「
術
」

の
在
り
方
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
『
易
』
の
成
立
に
つ
い
て
、

柤
棟
は
、
孔
子
は
も
ち
ろ
ん
、
諸
々
の
先
王
の
営
み
の
最
初
に
遡
ら

せ
る
。
「
易
道
」
は
「
天
道
」
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
天
地
に
向

か
い
合
っ
て
伏
義
が
制
作
し
た
も
の
で
、
「
先
王
の
道
」
に
先
立
つ

も
の
だ
と
さ
れ
る
。
祖
侠
は
「
易
道
と
天
道
・
先
王
の
道
と
は
、
指

す
所
お
の
づ
か
ら
別
な
り
」
（
弁
名
届
巴
と
い
う
。
「
易
道
」
は
「
天

道
」
・
「
先
王
の
道
」
の
間
に
あ
っ
て
両
者
と
区
別
さ
れ
る
。

蓋
し
易
な
る
者
は
伏
義
、
仰
い
で
観
、
傭
し
て
察
し
て
以
て
こ

れ
を
作
る
。
前
に
由
る
所
な
く
、
直
ち
に
こ
れ
を
天
地
に
取
る
。

こ
れ
礼
楽
い
ま
だ
作
ら
ざ
る
の
先
に
在
る
な
り
。
「
幽
明
の
故
」

な
る
者
は
、
鬼
神
と
人
と
の
礼
を
謂
ふ
な
り
。
礼
と
日
は
ず
し

て
故
と
日
ふ
は
、
な
ほ
故
実
の
故
の
ご
と
し
。
上
世
相
伝
者
を

謂
ふ
る
な
り
。
堯
舜
未
だ
礼
を
制
せ
ざ
る
の
前
に
、
け
だ
し
す

で
に
そ
の
故
あ
り
。
堯
舜
も
ま
た
こ
れ
に
因
り
て
制
作
す
る
の

み
。
：
．
…
「
始
め
を
原
ね
終
り
に
反
す
」
と
い
ふ
者
も
、
ま
た

易
道
然
り
と
な
す
。
（
弁
名
届
巴

伏
義
は
天
地
自
然
の
往
来
変
化
を
観
察
し
、
天
地
自
然
は
陰
陽
の
変

化
だ
と
見
た
。
そ
し
て
、
そ
の
認
識
に
基
づ
い
て
『
易
』
を
作
り
、

そ
の
卦
象
と
卦
数
の
運
用
に
よ
り
、
天
地
自
然
の
在
り
様
を
表
現
す

る
い
わ
ば
擬
似
的
模
型
と
も
い
う
べ
き
「
易
道
」
の
世
界
を
定
立
し

た
。
そ
し
て
、
諸
聖
人
は
こ
の
仮
設
的
な
「
易
道
」
の
世
界
を
通
し

（
９
）

て
、
「
鬼
神
」
の
意
思
を
知
っ
た
。
堯
舜
も
そ
の
伏
義
が
示
し
て
く

れ
た
「
幽
明
の
故
」
す
な
わ
ち
仮
設
的
な
「
易
道
」
の
世
界
に
基
づ

い
て
、
礼
楽
を
制
作
し
た
の
で
あ
る
。

「
包
犠
氏
の
網
筈
を
為
り
し
は
、
け
だ
し
こ
れ
を
離
に
取
り
、

神
農
氏
の
耒
矩
を
為
り
し
は
け
だ
し
こ
れ
を
益
に
取
る
」
と
い

ふ
が
ご
と
き
は
、
易
に
は
も
と
象
を
取
り
て
器
を
作
る
の
義
あ

り
、
故
に
し
か
い
ふ
。
「
形
よ
り
上
な
る
者
」
と
は
、
器
の
い

ま
だ
形
を
成
さ
ざ
る
以
前
、
た
だ
易
道
あ
る
の
み
な
る
を
謂
ふ
。

そ
の
形
を
成
す
の
後
に
至
り
て
、
始
め
て
そ
の
器
あ
る
な
り
。

：
：
：
い
は
ゆ
る
道
な
る
者
は
、
変
通
の
謂
ひ
な
り
。
易
道
に
非

ず
し
て
何
ぞ
や
。
そ
の
い
は
ゆ
る
器
な
る
者
は
、
凡
そ
先
王
礼

楽
を
制
作
し
、
君
子
学
ん
で
以
て
そ
の
材
徳
を
成
し
、
お
よ
び

邦
を
治
め
民
を
安
ん
ず
る
に
、
そ
の
方
略
を
設
く
る
が
ご
と
き

も
、
ま
た
み
な
器
の
瞼
へ
な
り
。
（
弁
名
届
や
勗
巴

こ
の
引
用
文
に
よ
れ
ば
、
「
始
め
を
原
ね
終
り
に
反
す
」
「
易
道
」
と

は
「
離
」
卦
と
「
益
」
卦
な
ど
の
卦
象
で
表
現
さ
れ
て
い
る
形
而
上

的
陰
陽
変
化
の
原
理
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
易
道
」
が
表
現
す

る
卦
象
に
基
づ
い
て
「
聖
人
の
道
」
（
礼
楽
）
な
ど
の
「
器
」
が
作
ら
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れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
議
論
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
礼
楽
の
源
」
は
、
「
易
道
」

が
表
現
す
る
卦
象
に
関
わ
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
一
方
、
柤
侠

は
『
易
』
は
卜
笠
の
害
だ
と
み
な
し
て
お
り
、
卦
象
の
中
で
形
而
上

的
陰
陽
変
化
の
原
理
（
易
道
）
の
み
な
ら
ず
、
鬼
神
の
意
思
だ
と
し

て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
柤
棟
の
言
う
「
礼
楽
の
源
」

と
は
「
易
道
」
が
表
現
す
る
卦
象
で
あ
る
ほ
か
に
、
卦
象
の
導
出
・

解
釈
の
方
法
、
す
な
わ
ち
ト
笠
の
術
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
礼

楽
の
源
」
と
は
礼
楽
の
前
提
・
前
段
階
と
し
て
、
形
而
上
的
な
「
易

道
」
で
あ
り
、
卦
象
ま
た
卜
笠
の
術
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ

と
す
れ
ば
、
「
礼
楽
の
源
」
を
見
た
と
さ
れ
る
老
子
は
、
「
礼
楽
」
の

作
ら
れ
た
根
源
た
る
形
而
上
的
な
「
易
道
」
に
通
じ
る
と
同
時
に
、

こ
の
「
易
道
」
が
表
現
す
る
卦
象
と
い
う
も
の
を
導
出
・
解
釈
し
た
、

卜
笠
に
通
じ
る
人
物
だ
と
柤
棟
は
思
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

柤
棟
の
考
え
で
は
、
こ
の
「
易
道
Ⅱ
礼
楽
の
源
」
に
基
づ
い
て
、

「
聖
人
の
道
」
が
次
第
に
発
展
・
整
備
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
、
の
み

な
ら
ず
、
そ
こ
か
ら
「
老
子
の
道
」
も
発
展
し
て
き
た
と
捉
え
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
実
際
、
物
極
必
反
と
い
う
法
則
を
説
い
た
老
子

の
思
想
は
、
す
で
に
『
易
』
の
「
復
卦
」
の
卦
辞
「
反
復
其
道
、
七

日
来
復
（
そ
の
道
を
反
復
す
。
七
日
に
し
て
来
復
す
）
」
と
「
泰
卦
」
九
三

交
辞
「
元
平
不
破
、
元
往
不
復
（
平
ら
か
に
し
て
破
か
ず
と
い
う
こ
と
な
く
、

往
き
て
復
ら
ず
と
い
う
こ
と
な
し
）
」
で
表
現
さ
れ
て
い
る
し
、
老
子
が

説
い
た
「
功
成
不
名
有
（
功
成
り
て
名
を
有
せ
ず
）
」
（
三
十
四
章
）
と
い

う
尚
謙
の
思
想
も
『
易
』
の
中
に
見
ら
れ
る
。
『
易
』
と
『
老
子
』

（
叩
）

の
間
の
思
想
的
な
繋
が
り
は
、
た
し
か
に
、
否
定
で
き
な
い
。
祖
棟

自
身
も
、
両
者
の
思
想
的
な
繋
が
り
を
注
目
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

「
老
子
に
、
「
一
は
二
を
生
じ
、
二
は
三
を
生
じ
、
三
は
万
物
を
生
ず
」

と
。
古
来
説
く
者
み
な
憤
憤
た
り
。
一
な
る
者
は
両
儀
、
二
な
る
者

は
四
象
、
三
な
る
者
は
八
卦
な
り
。
「
万
物
は
陰
を
負
ひ
て
陽
を
抱
き
、

沖
気
以
て
和
を
な
す
」
。
故
に
三
に
非
ず
ん
ぱ
則
ち
物
成
ら
ず
。
故

に
八
卦
は
「
以
万
物
の
情
を
類
す
」
べ
し
」
（
十
筆
冒
）
と
祖
侠
は
、
『
易
』

の
宇
宙
生
成
論
に
よ
っ
て
『
老
子
』
の
宇
宙
生
成
論
を
説
明
し
て
い

る
。
こ
の
引
用
文
を
見
る
限
り
、
祖
侠
は
『
易
』
の
原
理
を
通
し
て

『
老
子
』
一
書
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
、

「
老
子
も
ま
た
易
を
学
ぶ
者
、
故
に
多
く
謙
損
卑
退
の
道
を
説
く
」

（
弁
名
扇
巴
と
柤
棟
は
言
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
柤
侠
は
老
子
を
「
礼
楽
の
源
」
を
見
る
「
易
を
学
ぶ

者
」
と
捉
え
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
老
子
が
孔
子
の
よ
う
に
、

聖
人
足
り
う
る
資
格
を
持
つ
人
物
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

知
者
、
易
に
お
い
て
見
る
所
あ
り
。
こ
れ
い
は
ゆ
る
知
な
り
。

易
道
の
全
に
非
ざ
る
な
り
。
仁
者
、
易
に
お
い
て
見
る
所
あ
り
。

こ
れ
い
は
ゆ
る
仁
な
り
。
ま
た
易
道
の
全
に
非
ざ
る
な
り
。
お

の
お
の
そ
の
性
を
以
て
殊
な
る
が
故
な
り
。
（
十
筆
認
巴

要
す
る
に
、
祖
侠
の
考
え
で
は
、
「
易
道
」
の
世
界
は
、
様
々
な
デ
ー
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タ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
満
ち
て
い
る
。
だ
が
、
展
開
さ
れ
て
い
る
「
易

道
」
の
世
界
か
ら
何
を
読
み
取
る
の
か
は
『
易
』
を
扱
う
人
の
「
性
」

に
よ
っ
て
異
な
り
、
あ
る
い
は
制
限
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
知
者
」

は
「
知
」
を
、
「
仁
者
」
は
「
仁
」
を
読
み
取
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ

こ
か
ら
読
み
取
っ
た
「
知
」
「
仁
」
な
ど
の
内
容
も
「
易
道
」
の
世

界
の
一
部
分
で
し
か
な
い
。
そ
し
て
、
老
子
が
「
易
道
」
の
世
界
か

ら
読
み
取
っ
た
も
の
は
、
主
と
し
て
「
知
」
に
関
す
る
も
の
だ
と
柤

侠
は
思
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
柤
侠
の
晩
年
の
門
人
た
る
宇
佐
美
鴬
水
は
「
余
謂
へ
ら
く
、

老
子
は
易
よ
り
出
づ
る
者
な
り
。
易
の
害
た
る
や
、
陰
陽
消
長
道
ひ

て
、
出
処
進
退
語
黙
に
及
ぶ
、
陰
道
有
り
、
陽
道
有
り
、
老
子
は
た

（
皿
）

だ
陰
道
を
主
と
し
て
謙
を
貴
ぶ
は
、
退
歩
の
術
を
敷
桁
す
る
の
み
」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
見
解
が
、
基
本
的
に
は
、
柤
侠
の
解
釈
に
沿

っ
て
い
る
と
言
え
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
、
柤
侠
も
、
老
子
の
思
想

が
『
易
』
中
の
「
陰
道
」
の
部
分
を
継
承
し
た
が
、
「
陽
道
」
の
部

分
を
無
視
し
た
と
考
え
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
「
説
卦
の
論

説
す
る
所
の
者
は
、
易
に
在
る
な
り
。
故
に
ま
た
以
て
易
の
徳
を
賛

す
る
の
み
。
陽
は
大
に
し
て
統
べ
ざ
る
は
な
し
。
故
に
瞼
ふ
る
に
仁

を
以
て
す
」
（
弁
名
堅
と
の
一
文
に
従
っ
て
、
「
陽
」
を
「
仁
」
の

職
え
と
し
て
理
解
す
れ
ば
、
柤
侠
の
考
え
で
は
、
老
子
に
欠
け
て
い

る
の
は
ま
さ
に
「
仁
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
よ
り

詳
し
い
分
析
は
次
節
で
進
め
た
い
。

既
述
し
た
よ
う
に
、
柤
侠
に
と
っ
て
、
『
易
』
は
ト
笠
の
書
で
あ
り
、

卜
笠
は
一
種
の
政
治
の
「
術
」
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の

ト
笠
の
「
術
」
に
通
ず
る
老
子
は
、
当
然
、
政
治
に
も
関
心
が
あ
る

存
在
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
柤
侠
は
「
老
子
の
書
は
、

も
と
、
天
下
を
治
む
る
の
道
を
語
る
」
（
七
筆
ｇ
ｅ
・
「
老
子
な
る
者
は
、

世
に
用
ひ
ら
る
る
こ
と
に
意
有
る
者
な
り
」
（
十
筆
囹
④
と
述
べ
て

い
る
。
こ
の
言
に
よ
る
と
、
礼
に
通
暁
す
る
老
子
は
、
み
ず
か
ら
積

極
的
に
天
下
を
治
め
る
方
法
を
唱
え
て
い
る
と
祖
侠
は
考
え
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
祖
侠
は
「
老
子
の
「
三
宝
」
、
及
び
「
大
国

を
治
む
る
に
は
小
鮮
を
烹
る
が
ご
と
く
す
」
は
、
至
言
な
る
か
な
」

（
二
筆
困
ｅ
と
言
い
、
老
子
の
政
治
論
を
賞
賛
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
『
経
子
史
要
覧
』
の
中
で
、
祖
侠
は
『
老
子
』
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
道
徳
卜
云
コ
ト
ヲ
主
ト
シ
テ

述
タ
リ
。
畢
寛
聖
人
ノ
道
二
反
セ
シ
教
ナ
リ
。
人
ノ
性
ハ
偽
ナ
リ
、

仁
義
ハ
仮
ナ
リ
、
イ
ロ
／
、
ト
偽
ヲ
教
ル
ュ
ヘ
ニ
、
本
性
ヲ
傷
害
ス
。

本
性
ノ
マ
マ
ニ
テ
、
少
シ
モ
手
ヲ
ツ
ケ
ヌ
ト
キ
ハ
、
道
徳
ヲ
ト
リ
失

ハ
ヌ
ト
云
コ
ト
ヲ
主
ト
ス
。
其
論
面
白
キ
ャ
ウ
ナ
レ
ト
モ
、
無
益
ノ

空
言
ナ
リ
」
。
祖
棟
は
『
老
子
』
の
作
者
を
老
子
だ
と
認
め
て
お
り
、

こ
の
『
老
子
』
の
評
価
は
彼
の
老
子
像
を
示
し
た
も
の
と
考
え
て
よ

い
。
こ
こ
で
柤
侠
は
老
子
の
言
説
を
人
の
道
徳
的
「
本
性
」
を
過
度

に
強
調
し
て
「
聖
人
ノ
道
二
反
セ
シ
教
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
ま

た
、
そ
れ
を
「
空
言
」
と
し
て
い
る
。
で
は
、
ど
う
し
て
「
空
言
」
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な
の
か
。
老
子
の
説
く
「
道
」
に
つ
い
て
、
祖
棟
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

「
道
の
道
と
す
べ
き
は
常
道
に
非
ず
」
と
。
道
な
る
者
は
、
先

王
の
天
下
を
治
む
る
の
道
に
し
て
、
そ
の
見
る
べ
き
は
通
の
み
。

故
に
世
に
礼
楽
刑
政
を
謂
ひ
て
道
と
な
す
。
先
王
の
由
る
所
な

れ
ば
な
り
。
こ
れ
い
は
ゆ
る
「
道
の
道
と
す
べ
き
」
者
な
り
。

然
れ
ど
も
三
王
は
尚
を
殊
に
し
、
礼
楽
殊
な
り
。
三
皇
の
時
、

礼
楽
あ
る
こ
と
な
く
し
て
、
そ
の
通
も
ま
た
お
の
お
の
同
じ
か

ら
ず
。
然
り
と
い
へ
ど
も
ま
た
必
ず
三
皇
五
帝
三
王
皆
由
る
の

道
あ
り
。
こ
れ
い
は
ゆ
る
「
常
道
」
な
り
。
も
し
そ
の
通
に
就

き
て
こ
れ
を
求
め
ば
、
則
ち
世
々
其
の
道
を
異
に
し
、
し
か
う

し
て
み
な
由
る
の
道
は
見
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
曰
く
、
「
道
の

道
と
す
く
ぎ
は
常
の
道
に
非
ず
」
と
。
（
七
筆
９
ｓ

こ
の
柤
侠
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
「
道
可
道
」
中
の
「
道
」
は
「
先

王
の
天
下
を
治
む
る
の
道
」
の
見
る
べ
き
「
通
」
で
、
「
世
の
礼
楽

刑
政
を
謂
ひ
て
道
と
な
す
。
先
王
の
由
る
所
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
は
「
常
道
」
は
「
三
皇
五
帝
三
王
皆
由
る
の
道
」
で
、
見
る
べ

か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
「
道
」
に
は
見
え
る
部
分
（
粗

的
礼
楽
刑
政
な
ど
の
「
通
」
）
と
見
え
な
い
部
分
（
礼
楽
刑
政
な
ど
が
基
づ

く
「
常
道
」
）
が
あ
る
。
ま
た
続
い
て
、
「
「
そ
の
徴
」
と
は
、
三
皇
五

帝
三
王
の
道
、
傲
然
と
し
て
見
る
べ
き
者
な
り
。
礼
楽
刑
政
の
属
を

謂
ふ
。
「
そ
の
妙
」
と
は
、
三
皇
五
帝
三
王
の
道
の
、
砂
然
と
し
て
見

難
き
者
な
り
。
仁
義
道
徳
の
属
を
謂
ふ
」
（
七
筆
、
ｇ
と
柤
棟
は
言

っ
て
い
る
。
「
傲
然
と
し
て
見
る
べ
き
者
」
た
る
「
礼
楽
刑
政
」
な

ど
の
「
通
」
が
基
づ
く
「
常
道
」
Ⅱ
「
砂
然
と
し
て
見
難
き
者
」
は

仁
義
道
徳
で
あ
る
。
そ
し
て
、
老
子
は
専
ら
後
者
の
「
道
」
の
見
え

な
い
部
分
す
な
わ
ち
「
仁
義
道
徳
」
の
類
で
「
道
」
と
い
う
概
念
を

捉
え
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

先
王
の
道
に
広
大
な
る
者
・
精
微
な
る
者
・
高
明
な
る
者
・
中

庸
な
る
者
有
り
。
悉
く
備
は
り
て
美
な
ら
ざ
る
は
莫
き
な
り
。

…
…
老
氏
精
を
貴
び
粗
を
賤
し
む
の
見
、
礼
楽
刑
政
の
類
を
以

っ
て
先
王
の
陳
跡
と
為
し
て
之
を
用
ひ
ず
。
独
り
夫
の
精
粋
な

る
者
に
見
て
、
之
を
命
づ
け
て
道
と
為
す
。
（
中
庸
解
き
巴

柤
侠
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
老
子
が
語
る
「
仁
義
道
徳
」
Ｉ
「
常
道
」

は
先
王
の
道
の
う
ち
の
「
精
」
的
部
分
に
相
当
し
て
い
る
。
が
、
そ

う
い
う
老
子
の
「
道
」
の
捉
え
方
は
先
王
の
道
の
中
の
「
粗
」
的
部

分
す
な
わ
ち
「
礼
楽
刑
政
」
Ⅱ
「
道
可
道
」
を
見
失
っ
て
い
た
。
そ
の

故
に
、
祖
侠
は
「
「
道
の
道
と
す
べ
き
は
常
の
道
に
非
ず
」
と
は
、
恥

の
言
の
失
せ
る
な
り
」
（
学
則
旨
）
と
言
っ
て
い
る
。
そ
の
点
に
つ

い
て
は
、
ま
た
、
祖
侠
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

そ
れ
聖
人
よ
り
し
て
道
の
名
あ
り
。
恥
あ
に
非
な
ら
ん
や
。

…
…
物
を
舎
き
て
そ
の
名
を
言
ふ
。
こ
れ
を
言
ふ
こ
と
巧
み
な

り
と
い
へ
ど
も
、
目
も
て
賭
る
に
い
づ
れ
ぞ
。
か
つ
や
徒
名
に

し
て
物
な
く
、
空
言
も
て
こ
れ
を
状
る
。
（
学
則
三
）
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要
す
る
に
、
祖
棟
の
考
え
で
は
、
「
仁
義
道
徳
」
な
ど
の
「
道
の
名
」

は
聖
人
が
発
明
し
た
も
の
で
、
「
道
の
名
」
に
は
単
な
る
見
え
ざ
る
「
仁

義
道
徳
」
の
み
な
ら
ず
、
見
え
る
「
粗
」
的
礼
楽
刑
政
な
ど
の
「
通
」

と
し
て
の
「
物
」
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
後
述
す
る
よ

う
に
、
柤
侠
の
考
え
で
は
、
「
道
」
は
「
礼
楽
刑
政
」
な
ど
の
「
物
」

に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
仁
義
道
徳
」
、
特
に
「
仁
」

は
「
礼
楽
刑
政
」
を
実
践
し
て
い
く
う
ち
に
、
身
に
付
け
ら
れ
る
「
徳
」

で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
老
子
の
語
る
道
（
「
精
」
的
「
常
道
」
）
は

「
物
」
を
含
ま
な
い
「
道
の
名
」
（
「
道
」
に
関
す
る
言
語
的
説
明
）
で
し

か
な
い
。
だ
か
ら
、
そ
れ
は
「
空
言
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
老
子
の

「
道
」
は
「
礼
楽
刑
政
」
と
し
て
具
体
化
さ
れ
ず
、
つ
い
に
空
虚
な

模
像
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
老
子
の
知
の
空
虚
性
に
因
っ
て
、

祖
侠
は
老
子
を
「
空
言
者
」
と
呼
ん
で
い
る
。

な
ぜ
「
老
子
」
は
「
空
言
」
の
生
産
者
に
な
っ
た
の
か
、
「
老
子
」

に
は
何
が
欠
け
て
い
る
の
か
。
『
讓
園
十
筆
』
と
『
学
則
』
の
二
つ

の
「
老
子
」
論
は
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
手
が
か
り
に
な
る
。
長
文

だ
が
引
用
す
る
。

周
礼
の
六
徳
、
三
を
聖
と
日
ふ
。
序
を
以
て
す
れ
ば
則
ち
太
宗

伯
の
材
な
り
。
太
宗
伯
は
礼
楽
に
與
る
。
老
子
は
け
だ
し
そ
の

三
空
言
者
Ｉ
「
知
」
の
空
虚
と
「
信
」
「
仁
」
の
欠
如

人
な
り
。
述
べ
て
作
ら
ざ
る
こ
と
、
孔
子
は
み
づ
か
ら
老
彰
に

比
す
。
「
作
る
」
と
は
、
聖
の
事
な
り
。
其
の
聖
、
作
る
べ
く

し
て
作
ら
ず
。
故
に
曰
く
、
「
述
べ
て
作
ら
ず
」
と
。
も
し
そ

の
才
を
し
て
作
る
こ
と
能
は
ざ
ら
し
め
ば
、
則
ち
孔
子
何
を
以

て
そ
の
作
ら
ざ
る
こ
と
を
称
せ
ん
や
。
こ
れ
「
老
子
」
は
礼
楽

を
作
る
の
才
あ
り
。
「
老
子
」
の
書
を
見
る
に
、
ほ
と
ん
ど
こ

れ
が
た
め
か
。
世
の
君
子
、
礼
楽
の
中
に
囿
せ
ら
れ
て
、
み
づ

か
ら
そ
の
先
王
の
術
た
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
「
老
子
」
独

り
超
然
と
し
て
以
て
礼
楽
の
源
を
見
る
こ
と
あ
り
。
然
れ
ど
も

生
ま
る
る
こ
と
聖
王
の
時
に
遭
は
ず
、
そ
の
才
を
用
ふ
る
所
な

し
。
故
に
害
を
為
り
て
以
て
後
世
に
詔
ぐ
。
然
れ
ば
是
れ
廼
ち

王
者
の
事
な
り
。
故
に
こ
れ
を
言
ふ
こ
と
を
難
る
。
こ
こ
を
以

て
そ
の
文
を
報
奥
に
し
、
隠
語
の
ご
と
く
然
り
。
こ
れ
「
老
子
」

の
意
な
り
。
た
だ
そ
の
人
、
聖
な
れ
ど
も
仁
な
し
。
か
つ
そ
の

聖
は
孔
子
に
及
ば
ず
。
し
か
う
し
て
ま
た
空
言
を
以
て
こ
れ
を

明
ら
か
に
せ
ん
と
欲
す
。
こ
こ
を
以
て
其
の
言
は
弊
な
き
こ
と

能
は
ず
。
…
…
孔
子
は
言
ふ
こ
と
な
か
ら
ん
と
欲
す
。
言
の
益

た
る
少
な
し
。
且
道
な
る
者
は
、
言
の
能
く
尽
く
す
所
に
非
ず
。

老
子
は
乃
ち
其
の
言
ひ
難
き
者
を
言
は
ん
と
欲
す
。
言
未
だ
尽

さ
ず
し
て
、
害
生
ず
。
（
七
筆
忌
中
ｇ
ｅ

そ
れ
聖
人
よ
り
し
て
道
の
名
あ
り
。
「
恥
」
あ
に
非
な
ら
ん
や
。

た
だ
そ
の
知
、
聖
人
に
及
ば
ず
。
教
へ
の
、
術
な
き
な
り
。
務
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Ｉ
老
子
の
生
き
た
時
期
に
つ
い
て
、
柤
棟
は
「
生
じ
て
聖
王
の

時
に
遭
は
ず
」
と
す
る
。
既
述
し
た
よ
う
に
、
柤
侠
は
、
老
子
を
孔

子
の
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
物
だ
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
当
時
は
、
周
の

礼
楽
は
解
体
し
た
が
、
し
か
し
「
文
・
武
の
道
い
ま
だ
地
に
墜
ち
ず
」

（
論
語
徴
二
邑
す
な
わ
ち
「
道
」
が
ま
だ
完
全
に
無
く
な
り
は
し
な

い
時
で
あ
っ
た
。
「
時
」
の
概
念
に
つ
い
て
柤
侠
は
「
そ
れ
時
と
は

天
の
為
す
所
な
り
。
…
…
時
を
知
ら
ざ
る
者
は
、
己
に
執
す
る
な
り
。

執
し
て
知
ら
ず
し
て
、
天
命
に
暗
ず
る
や
」
（
祖
採
集
十
二
・
福
善
禍
淫

め
て
こ
れ
を
瞼
さ
ん
こ
と
を
求
め
て
、
生
ず
る
を
竣
た
ず
、
す

な
は
ち
物
を
舎
き
て
そ
の
名
を
言
ふ
。
：
…
．
そ
れ
六
経
は
物
な

り
。
道
具
に
こ
こ
に
存
す
。
「
こ
れ
を
行
事
に
施
し
て
、
深
切

著
明
な
り
」
と
は
、
聖
人
の
、
空
言
を
悪
む
な
り
。
「
天
何
を

か
言
は
ん
や
、
四
時
行
り
、
百
物
生
ず
」
と
は
、
教
へ
の
術
な

り
。
「
慣
せ
ず
ん
ぱ
啓
せ
ず
、
俳
せ
ず
ん
ぱ
発
せ
ず
」
と
は
、

か
の
生
ず
る
を
族
つ
な
り
。
（
学
則
ら
匡
邑

以
上
の
引
用
文
に
含
ま
れ
た
柤
棟
の
論
点
を
以
下
、
四
つ
取
り
上
げ
、

柤
侠
が
老
子
を
「
空
言
者
」
と
呼
ん
だ
所
以
を
分
析
し
た
い
。
す
な

わ
ち
、
Ｉ
「
生
じ
て
聖
王
の
時
に
遭
は
ず
」
、
Ⅱ
「
其
の
聖
は
孔
子

に
及
ば
ず
」
・
「
そ
の
知
、
聖
人
に
及
ば
ず
」
、
Ⅲ
「
教
へ
の
、
術
な

き
な
り
」
・
「
生
ず
る
を
ま
た
ず
」
↓
聖
人
へ
の
「
信
」
の
欠
如
、
Ⅳ

「
聖
な
れ
ど
も
仁
無
し
」
で
あ
る
。

論
匡
巴
と
述
べ
て
い
る
。
「
時
」
は
「
天
」
の
為
し
た
も
の
で
、
天

命
に
繋
が
る
。
老
子
が
「
生
じ
て
聖
王
の
時
に
遭
は
ず
」
は
天
命
だ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

天
命
（
天
の
時
）
に
は
従
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
孔
子
の

場
合
、
「
制
作
の
秋
」
に
会
わ
な
い
と
い
う
天
命
を
知
っ
た
後
、
伝

（
吃
）

道
者
と
六
経
論
定
者
と
し
て
の
道
を
択
ん
だ
。
が
、
「
孔
子
を
称
し

て
聖
人
と
す
る
ゆ
え
ん
は
、
そ
の
徳
と
業
と
、
以
て
諸
を
「
作
者
之
聖
」

に
比
す
べ
き
な
り
」
（
論
語
徴
二
韻
巴
と
柤
棟
は
捉
え
て
い
る
。
「
伝

道
者
」
と
し
て
の
孔
子
は
天
の
時
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の

「
徳
」
と
六
経
を
整
理
す
る
な
ど
の
功
績
に
よ
っ
て
、
聖
人
足
り
う
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
老
子
は
ど
う
か
。
祖
棟
は
明
言
し
て
は
い
な
い
が
、

老
子
は
天
命
に
従
わ
な
か
っ
た
と
捉
え
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の

も
、
「
知
礼
者
」
た
る
老
子
は
天
命
を
知
れ
ば
、
孔
子
の
よ
う
な
伝

道
者
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

柤
侠
に
は
、
礼
を
め
ぐ
る
態
度
に
つ
い
て
「
制
礼
」
「
伝
礼
」
「
行

礼
」
の
三
つ
に
分
け
た
議
論
が
あ
る
（
祖
棟
集
二
八
・
復
安
塘
泊
６
巻
ｅ
・

こ
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
老
子
も
孔
子
も
、
「
礼
楽
の
源
」
に
通
じ
て

い
た
が
天
の
時
に
恵
ま
れ
ず
「
制
礼
」
の
機
会
を
得
な
か
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
孔
子
は
天
命
に
従
っ
た
の
で
、
「
伝
礼
」
者
に
な
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
老
子
は
天
命
を
知
る
こ
と
な
く
、
代
わ
り
に
第
三

の
道
を
択
ん
だ
。
す
な
わ
ち
「
空
言
を
以
て
こ
れ
を
明
ら
か
に
せ
ん
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と
欲
す
」
・
老
子
が
「
空
言
者
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
背
景
に
は
、
知
・

言
を
偏
重
し
た
老
子
の
、
「
時
ｌ
天
命
」
を
敬
す
る
こ
と
な
く
語
る

据
傲
な
態
度
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

Ⅱ
先
の
『
七
筆
』
の
文
で
柤
棟
は
老
子
に
つ
い
て
「
聖
な
れ
ど

も
仁
な
し
。
か
つ
其
の
聖
は
孔
子
に
及
ば
ず
」
と
述
べ
て
い
た
。

『
学
則
』
で
は
、
「
そ
の
知
、
聖
人
に
及
ば
ず
」
と
も
言
っ
て
い
る
。

「
聖
」
と
「
知
（
聟
」
二
つ
の
概
念
に
つ
い
て
、
柤
侠
は
、
「
聖
人
の

智
は
、
得
て
測
る
べ
か
ら
ず
。
ま
た
得
て
学
ぶ
べ
か
ら
ず
。
故
に
岐

ち
て
こ
れ
を
二
つ
に
す
。
聖
と
日
ひ
智
と
日
ふ
、
こ
れ
な
り
」
（
弁

名
呈
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
個
別
化
さ
れ
た
「
聖
」
と
「
知

（
聟
」
は
、
『
周
礼
』
の
「
地
官
」
の
六
徳
（
知
・
仁
・
聖
・
義
・
忠
・
和
）

（
過
）

と
し
て
も
語
ら
れ
て
い
る
。

故
に
そ
の
智
は
、
能
く
政
治
の
道
に
通
ず
る
者
あ
り
。
こ
れ
に

命
け
て
智
と
日
ふ
。
能
く
礼
楽
鬼
神
の
道
に
通
ず
る
者
あ
り
。

こ
れ
に
命
け
て
聖
と
日
ふ
。
故
に
そ
の
い
は
ゆ
る
聖
も
、
ま
た

聖
人
の
徳
の
ご
と
き
に
非
ず
。
…
…
周
の
六
官
に
は
、
す
な
わ

ち
六
徳
あ
り
。
徳
は
性
を
以
て
殊
な
り
。
徳
成
り
て
こ
れ
を
官

す
。
…
…
智
な
る
者
は
家
宰
の
材
な
り
。
：
．
：
．
聖
な
る
者
は
宗

伯
の
材
な
り
。
（
弁
名
ａ

「
聖
」
も
「
知
（
聟
」
も
全
体
と
し
て
は
「
得
て
測
る
べ
か
ら
ず
。

ま
た
得
て
学
ぶ
べ
か
ら
」
ざ
る
「
聖
人
の
智
」
（
聖
人
の
徳
）
に
属
し

て
い
る
。
た
だ
、
一
般
人
は
そ
の
「
聖
人
の
智
」
を
「
聖
」
と
「
知

（
聟
」
に
わ
け
て
別
々
に
学
ん
で
い
く
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
『
周
礼
』

六
徳
の
文
脈
で
理
解
す
る
と
、
「
よ
く
礼
楽
鬼
神
の
道
に
通
ず
る
」

「
聖
」
の
徳
は
、
祖
侠
の
描
い
た
「
独
り
超
然
と
し
て
以
て
礼
楽
の

源
を
見
る
」
老
子
像
に
よ
く
合
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
老
子
は

「
聖
」
と
い
う
に
相
応
し
い
の
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
「
よ
く
政
治
の

道
に
通
ず
る
者
」
と
い
う
「
知
（
聟
」
は
、
「
世
に
用
ひ
ら
る
る
こ

と
に
意
有
る
者
」
と
し
て
の
老
子
に
あ
る
程
度
相
応
し
い
と
も
柤
棟

は
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
「
古
来
み
な
智
の
微
妙
な
る
者

を
称
し
て
以
て
聖
と
な
せ
し
な
り
」
（
弁
名
訳
）
ま
た
、
「
聖
は
六
徳

に
在
り
て
そ
の
一
に
居
る
。
け
だ
し
性
を
蔵
し
て
来
を
知
る
の
称
な

り
」
（
二
筆
孟
ｅ
と
も
言
わ
れ
る
。
「
よ
く
礼
楽
鬼
神
の
道
に
通
ず
る
」

「
聖
」
は
「
知
（
聟
」
に
繋
が
っ
て
い
く
面
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

面
で
も
、
老
子
の
「
聖
」
は
同
時
に
ま
た
「
知
（
聟
」
と
称
さ
れ
て

も
よ
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
「
其
の
聖
は
孔
子
に
及
ば
ず
」
、
「
そ
の
知
、
聖
人
に
及
ば
ず
」

で
あ
る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
こ
の
点
を
柤
棟
は
直
接
的
に
は
語

っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
祖
侠
の
多
義
的
な
「
知
」
や
「
聖
」
の
概
念

は
、
結
局
は
「
聖
人
の
大
徳
」
（
弁
名
認
）
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
聖

人
の
そ
れ
は
、
「
知
」
に
つ
い
て
「
得
て
測
る
べ
か
ら
ざ
（
る
）
」

「
聡
明
叡
知
（
聟
」
（
注
（
過
）
を
参
照
）
、
「
聖
」
に
つ
い
て
「
聖
な
る
者

は
作
者
の
称
」
（
弁
名
邑
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
き
わ
め
て
究
極
的
・

全
体
的
で
、
ま
た
（
制
度
を
作
る
と
い
う
意
味
で
）
具
体
的
な
も
の
と
考
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え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
老
子
が
た
と
え
「
超
然
と
し
て
以

て
礼
楽
の
源
を
見
る
」
故
に
「
聖
」
が
称
さ
れ
る
に
し
て
も
、
礼
楽

形
政
な
ど
「
物
」
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
結
局
は
、
そ
の

「
知
」
が
「
礼
楽
」
の
総
体
に
届
か
な
い
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

な
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
祖
侠
は
「
作
者
こ
れ
を
聖
と
謂
ふ
。
六
徳

を
合
す
る
者
に
非
ず
ん
ば
能
は
ず
。
然
れ
ど
も
作
者
は
必
ず
性
を
蔵

し
て
来
を
知
る
。
故
に
こ
れ
を
聖
と
謂
ふ
な
り
…
…
わ
れ
未
だ
知
ら

ず
聖
人
に
し
て
事
業
な
き
者
こ
れ
あ
る
か
を
」
（
二
筆
ｇ
ｅ
と
言
っ

て
い
る
よ
う
に
、
「
性
を
蔵
し
て
来
を
知
る
」
と
い
う
意
味
の
「
聖
」

は
作
者
と
し
て
の
聖
人
に
な
る
前
提
条
件
で
あ
っ
て
、
十
分
条
件
で

は
な
い
。
こ
の
文
を
見
る
限
り
、
「
性
を
蔵
し
て
来
を
知
る
」
が
、

「
事
業
」
を
も
た
な
か
っ
た
老
子
は
聖
人
に
な
る
前
提
条
件
を
満
た

し
た
が
、
ま
だ
聖
人
と
は
言
え
な
い
。
「
制
作
」
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
る
。
た
し
か
に
老
子
は
「
礼
楽
を
作
る
才
あ
り
」
と
言
わ
れ
て

い
る
の
だ
が
（
七
筆
・
前
引
）
、
し
か
し
そ
れ
は
「
才
」
で
あ
る
。
道

の
具
体
的
制
度
化
と
い
う
「
作
者
Ⅱ
聖
人
」
の
概
念
、
そ
の
「
大
徳
」

の
本
質
か
ら
す
る
と
、
先
王
は
も
ち
ろ
ん
孔
子
に
も
及
ぶ
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
点
は
、
他
方
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
天
に
従
わ
ず
、
言

語
に
尽
く
せ
ぬ
道
を
語
ろ
う
と
す
る
老
子
の
態
度
か
ら
来
て
い
た
。

言
い
換
え
れ
ば
、
老
子
は
言
語
を
使
っ
て
い
る
人
間
の
「
知
」
の
有

限
性
に
対
す
る
自
覚
が
不
十
分
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
い
さ
さ

か
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
だ
が
、
そ
の
据
傲
に
お
い
て
い
わ
ば
「
無
知
の

知
」
が
無
い
と
い
う
意
味
で
も
、
老
子
は
、
知
が
不
十
分
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
老
子
の
「
知
」

の
不
十
分
さ
、
さ
ら
に
、
こ
れ
に
因
っ
て
生
じ
た
「
知
」
の
具
体
性
（
Ｍ
）

の
欠
如
’
九
エ
虚
性
は
、
す
ぐ
後
に
の
べ
る
よ
う
に
、
聖
人
へ
の
「
信
」

が
な
い
こ
と
と
、
社
会
全
体
へ
の
「
仁
」
の
実
践
力
が
な
い
こ
と
に

関
わ
っ
て
い
る
。

Ⅲ
『
学
則
』
で
は
老
子
に
つ
い
て
「
教
へ
の
、
術
な
き
な
り
」
・

「
生
ず
る
を
ま
た
ず
」
と
述
べ
、
学
問
．
教
え
の
方
法
と
い
う
視
点

か
ら
そ
の
「
空
言
」
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
「
教
へ
の
、
術
な
き
な
り
」

と
は
ど
う
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
『
学
則
』
に
は
「
「
天
何
を
か
言

は
ん
や
、
四
時
行
り
、
百
物
生
ず
」
と
は
、
教
へ
の
術
な
り
」
と
の

一
文
が
あ
る
。
文
中
引
用
の
出
典
は
『
論
語
』
「
陽
貨
篇
」
の
「
子
日
。

予
欲
無
言
章
」
で
あ
る
。
『
論
語
徴
』
は
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
説
く
。
夫
れ
礼
楽
は
事
の
み
。
言
語
あ
る
こ
と
莫
し
。
亦
た
そ
の
先
王

を
尊
ぶ
こ
と
天
の
如
し
。
ゆ
え
に
天
を
引
き
て
以
て
そ
の
言
ふ

こ
と
を
待
た
ず
し
て
之
れ
を
黙
識
す
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
な
り
。
（
論
語
徴
二
ぢ
こ

孔
子
は
礼
楽
を
作
っ
た
先
王
を
尊
ん
で
天
に
擬
え
た
。
そ
れ
は
先
王

の
礼
楽
が
天
が
無
言
の
ま
ま
に
四
時
を
循
環
さ
せ
て
百
物
を
成
長
さ

せ
て
い
く
よ
う
な
教
え
方
を
す
る
か
ら
だ
が
、
そ
の
「
言
ふ
こ
と
を
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待
た
ず
し
て
之
れ
を
黙
識
」
と
は
、
言
葉
で
尽
く
さ
れ
な
い
礼
楽
の

う
ち
に
礼
楽
を
学
ぶ
者
が
投
げ
入
れ
ら
れ
、
礼
楽
を
お
の
ず
か
ら
自

分
の
身
体
の
中
に
染
み
込
ま
せ
て
体
で
覚
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
が
柤
棟
の
言
う
「
教
へ
の
術
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
礼

楽
の
教
え
の
身
体
的
・
実
践
的
な
あ
り
方
を
老
子
は
知
ら
ず
、
専
ら

言
語
に
よ
っ
て
礼
楽
を
語
り
、
他
人
に
理
解
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ

れ
が
「
教
へ
の
術
な
き
」
と
さ
れ
て
い
る
。

「
生
ず
る
を
ま
た
ず
」
に
つ
い
て
は
、
『
学
則
』
で
は
「
「
慣
せ
ず

ん
ば
啓
せ
ず
、
排
せ
ず
ん
ば
発
せ
ず
」
と
は
、
か
の
生
ず
る
を
族
っ

な
り
」
と
あ
る
。
文
中
引
用
の
出
典
は
、
『
論
語
』
「
述
而
篇
」
の
「
子

日
。
不
憤
不
啓
章
」
で
あ
る
。
『
論
語
徴
』
は
こ
れ
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
説
く
。

求
め
て
得
ざ
れ
ば
則
ち
慣
す
、
之
を
、
求
む
る
こ
と
切
な
る
な
り
。

啓
は
微
し
く
そ
の
端
緒
を
示
す
こ
と
を
謂
ふ
な
り
。
…
…
「
俳

す
」
は
口
を
以
て
之
を
言
ふ
。
…
…
「
発
す
」
は
「
発
揮
す
」

の
如
し
、
そ
の
枝
葉
に
達
す
る
を
謂
ふ
な
り
。
．
：
：
．
学
問
の
道

は
、
そ
の
み
づ
か
ら
瞼
ら
ん
こ
と
を
欲
す
。
…
…
そ
れ
君
子
の

教
へ
は
、
時
雨
の
之
を
化
す
る
が
如
し
、
大
い
な
る
者
は
大
い

に
生
じ
、
小
し
き
な
る
者
は
小
し
き
生
ず
。
故
に
諸
を
天
地
の

徳
に
書
ふ
（
論
語
徴
冒
呈

先
王
の
道
の
教
え
は
言
語
で
尽
く
せ
ず
、
そ
の
「
教
へ
の
術
」
は
、

そ
の
主
体
的
身
体
的
体
得
に
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
教
師
は
み
ず
か
ら

そ
れ
を
主
体
的
に
覚
え
る
の
み
な
ら
ず
、
学
生
す
な
わ
ち
、
礼
楽
を

学
ぶ
者
に
対
し
て
も
、
礼
楽
に
満
ち
る
環
境
の
う
ち
に
学
生
を
置
き
、

学
生
自
身
の
「
性
」
に
従
っ
て
、
そ
の
「
性
」
に
相
応
し
い
「
徳
」

を
身
体
の
中
に
「
み
づ
か
ら
」
「
生
」
じ
さ
せ
る
。
こ
の
教
学
に
お

け
る
徳
の
主
体
的
自
発
的
生
成
の
側
面
を
祖
棟
は
「
生
ず
る
」
と
述

べ
、
そ
の
自
生
に
任
せ
る
あ
り
方
を
「
生
ず
る
を
族
つ
」
と
言
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
天
が
平
等
に
無
干
渉
の
ま
ま
で
、
万
物
を

そ
れ
ぞ
れ
の
生
ま
れ
つ
き
の
条
件
に
合
わ
せ
て
成
長
せ
し
め
て
い
る

の
に
似
て
、
教
師
も
先
王
の
道
を
学
ぶ
者
に
対
し
て
、
み
ず
か
ら
の

生
ま
れ
つ
き
の
才
能
を
活
か
し
て
、
そ
の
自
発
性
に
即
し
て
徳
を
身

に
付
け
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

天
と
礼
楽
の
働
き
の
こ
の
「
生
ず
る
」
あ
り
方
の
類
似
は
、
言
い

換
え
れ
ば
、
礼
楽
の
働
き
が
天
地
の
そ
れ
を
待
っ
て
存
在
し
て
い
る

こ
と
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
通
底
す
る
天
地
の
生
々
、
個
々

の
人
・
物
の
主
体
的
働
き
、
す
な
わ
ち
「
み
づ
か
ら
」
「
生
」
を
こ

の
教
え
の
術
が
尊
重
す
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
「
仁
」
と
も
捉
え
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
先
王
の
道
を
学
ぶ
者
を
教
え
る
時
、
教
師
は
、
「
仁
」

の
徳
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
「
生
ず
る
を
族
っ
」
態
度

に
な
る
の
で
あ
る
。
翻
っ
て
、
老
子
が
「
生
ず
る
を
ま
た
ず
」
と
評

さ
れ
た
こ
と
は
、
老
子
が
先
王
・
孔
子
の
よ
う
に
天
地
の
生
々
的
な

働
き
に
従
っ
て
行
為
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
言
葉
で
人
を
諭
さ
ん
と

し
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
「
生
ず
る

荻生祖侠の｢老子｣像Iﾗ9



を
族
つ
」
と
い
う
よ
う
な
あ
り
方
を
知
ら
な
か
っ
た
点
は
、
次
に
論

じ
る
「
仁
な
し
」
と
い
っ
た
批
判
に
も
通
じ
る
。

と
こ
ろ
で
、
柤
侠
は
、
「
学
問
の
道
は
、
そ
の
み
づ
か
ら
瞼
ら
ん

こ
と
を
欲
す
」
（
前
引
）
と
い
う
の
み
な
ら
ず
、
「
学
問
の
道
は
、
聖

人
を
信
ず
る
を
以
て
先
と
な
す
」
（
弁
名
扇
巴
と
も
述
べ
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
ま
た
次
の
言
が
あ
る
。

聖
人
の
道
大
い
に
備
は
る
。
故
に
礼
は
周
よ
り
善
き
は
な
き
な

り
。
然
れ
ど
も
こ
れ
あ
に
一
聖
人
の
力
能
く
す
る
所
な
ら
ん
や
。

聖
は
以
て
聖
を
續
ぎ
、
智
は
智
と
積
も
る
。
故
に
仲
尼
、
堯
舜

を
祖
述
し
、
文
武
を
憲
章
し
、
述
べ
て
作
ら
ず
、
信
じ
て
い
に

し
へ
を
好
む
。
論
語
は
「
学
而
」
を
首
と
し
、
書
は
「
稽
古
」

を
以
て
起
こ
す
な
り
。
聖
人
は
み
づ
か
ら
聖
と
せ
ず
し
て
、
古

昔
を
称
述
す
。
あ
に
た
だ
至
徳
の
謙
譲
に
し
て
、
義
理
の
窮
ま

り
な
き
を
知
る
の
み
な
ら
ん
や
。
信
に
衆
聖
の
伝
へ
て
成
す
所

に
し
て
、
独
智
の
能
く
及
ぶ
所
に
非
ざ
る
な
り
（
七
筆
ｇ
と

「
聖
人
の
道
」
は
多
く
の
「
得
て
測
る
べ
か
ら
」
ざ
る
「
智
」
を
持

っ
て
い
る
聖
人
の
努
力
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
大
い
に
整
備
さ
れ
て
き

た
。
聖
人
で
さ
え
、
「
衆
聖
の
伝
成
す
所
」
を
信
じ
、
決
し
て
「
独
智
」

で
そ
の
聖
人
の
道
を
作
る
こ
と
を
あ
え
て
し
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、

柤
棟
の
考
え
で
は
、
諸
聖
人
の
「
信
」
が
な
け
れ
ば
、
「
聖
人
の
道
」

の
完
成
・
伝
承
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
黒
住
真
が

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
「
信
」
と
い
う
先
入
見
に
導
か
れ
、
こ
れ

と
結
合
す
る
こ
と
に
お
い
て
の
み
、
「
知
」
は
在
り
得
る
と
考
え
た
の

（
肥
）

で
あ
る
」
。
柤
侠
か
ら
見
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
学
問
は
聖
人
へ
の
「
信
」

を
前
提
と
し
て
、
初
め
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

「
信
じ
て
古
を
好
む
」
と
い
う
言
葉
は
「
述
べ
て
作
ら
ず
」
と
併

せ
て
言
わ
れ
る
語
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
七
筆
』
の
老
子
論
は
老
子

に
つ
い
て
「
述
べ
て
作
ら
ず
」
の
語
だ
け
に
言
及
し
、
「
信
じ
て
い

に
し
へ
を
好
む
」
の
語
に
ふ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
傍
証
に
す
ぎ

な
い
が
、
祖
侠
は
聖
人
へ
の
「
信
」
が
足
り
な
い
こ
と
は
、
老
子
が

孔
子
に
及
ば
な
い
所
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

祖
侠
は
「
信
は
言
語
の
科
た
り
。
言
語
の
道
は
、
徴
あ
る
を
貴
ぶ
。

故
に
信
を
以
て
こ
れ
を
命
く
。
「
言
に
物
あ
り
」
と
日
ふ
が
ご
と
き
は
、

こ
れ
君
子
の
言
の
、
徴
あ
る
所
以
の
故
な
り
」
（
弁
名
望
‐
星
と
述

べ
て
い
る
。
言
語
に
「
徴
（
物
）
」
が
あ
っ
て
初
め
て
「
信
」
が
成
立

し
、
相
手
は
自
分
の
言
葉
を
信
ず
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
信
」
を

成
り
立
た
せ
る
「
物
」
は
諸
聖
人
の
作
為
物
で
あ
る
か
ら
、
祖
棟
に

お
け
る
人
間
は
「
物
」
を
介
し
て
結
局
、
諸
聖
人
へ
の
「
信
」
を
持

つ
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
祖
侠
の
学
の
体
系
で
は
、
聖
人
を
「
信
」

ず
る
者
が
自
分
の
「
言
」
に
「
物
」
を
持
ち
、
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え

に
他
者
も
自
分
の
「
言
」
を
「
信
」
ず
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
孔
子
は
、
「
聖
人
は
み
づ
か
ら
聖
と
せ
ず
し
て
、

古
昔
を
称
述
す
」
（
前
引
）
で
あ
る
。
「
時
」
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
孔

子
は
古
聖
人
を
信
じ
、
そ
れ
ゆ
え
に
後
に
他
か
ら
聖
人
と
称
せ
ら
れ
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さ
え
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
老
子
に
は
そ
の
よ
う
な
「
信
」
は
な
い
。
老
子

は
言
い
難
い
「
王
者
の
事
」
を
「
独
智
」
に
よ
り
自
分
の
言
葉
で
語

ろ
う
と
努
め
た
。
彼
は
巧
み
に
自
分
の
学
説
を
論
じ
て
い
る
が
、
し

か
し
、
先
王
の
道
は
議
論
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
。
先
王
の
制
作
し

た
「
物
」
を
「
信
」
じ
て
初
め
て
、
そ
れ
を
十
分
に
「
知
」
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
柤
侠
の
考
え
で
は
、
老
子
は
、
聖
人
へ
の
「
信
」

ｌ
「
知
」
の
体
系
に
入
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
不
十
分
な
「
知
」
で
聖

人
の
教
え
を
上
回
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
そ
の
言
説
は
い
っ

そ
う
空
言
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ⅳ
『
七
筆
』
で
は
老
子
に
つ
い
て
「
聖
な
れ
ど
も
仁
無
し
」
と

あ
っ
た
。
こ
こ
で
言
っ
て
い
る
「
聖
」
は
既
述
し
た
『
周
礼
』
地
官

の
「
聖
」
の
意
味
と
同
じ
だ
と
思
う
。
と
こ
ろ
で
、
「
仁
」
も
同
じ

く
地
官
の
六
徳
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
仁
」
に
つ
い
て
『
弁

名
』
で
は
「
人
の
長
と
な
り
民
を
安
ず
る
の
徳
」
と
定
義
す
る
。
こ

れ
は
政
治
面
か
ら
施
さ
れ
た
定
義
だ
と
言
え
る
が
、
こ
れ
も
実
は
「
仁

な
る
者
は
司
徒
の
材
な
り
：
…
・
司
徒
は
邦
教
を
掌
り
、
職
は
民
を
親

し
ま
し
む
る
に
在
り
」
（
同
前
）
と
い
う
『
周
礼
』
の
「
仁
」
の
定
義

に
関
係
付
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
が
、
「
仁
」
は
、
そ
れ
以
上
の

意
味
も
含
ん
で
い
る
。

「
仁
」
に
つ
い
て
『
弁
名
』
は
さ
ら
に
「
生
を
好
む
徳
」
と
も
言

っ
て
い
る
。
祖
棟
は
「
天
地
の
大
徳
を
生
と
日
ふ
。
聖
人
こ
れ
に
則

る
故
に
ま
た
こ
れ
〔
仁
〕
を
「
生
を
好
む
徳
」
と
謂
ふ
」
（
弁
名
望
と

言
う
。
「
仁
」
は
、
聖
人
な
い
し
君
子
が
天
地
の
万
物
を
生
々
せ
し

め
て
い
る
働
き
に
則
っ
て
、
人
間
社
会
に
お
い
て
、
個
々
の
民
を
そ

れ
ぞ
れ
の
「
材
」
に
従
っ
て
適
当
に
位
置
付
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
差
異

性
・
個
別
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
個
々
の
差
異
的
な
主
体
の
「
天
」

に
与
え
ら
れ
た
能
力
を
引
き
出
し
て
、
お
互
い
に
助
け
合
う
一
ま
と

ま
り
の
共
同
体
を
作
る
た
め
の
徳
で
あ
る
。

「
聖
人
の
道
は
へ
要
は
民
を
安
ず
る
に
帰
す
る
の
み
。
：
：
：
人
の

性
は
殊
な
り
と
い
へ
ど
も
、
然
れ
ど
も
知
愚
賢
不
肖
と
な
く
、
相
愛

し
相
養
ひ
相
輔
け
相
成
す
の
心
、
運
用
営
為
の
才
あ
る
者
は
一
な
り
」

（
弁
名
麗
、
ま
た
『
弁
道
』
参
照
）
。
「
民
を
安
ず
る
」
の
徳
た
る
「
仁
」

は
深
く
「
相
愛
し
相
養
ひ
相
輔
け
相
成
す
の
心
」
と
い
う
人
間
が
共

通
的
に
持
っ
て
い
る
感
情
に
根
ざ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
柤
侠

に
と
っ
て
、
先
王
が
立
て
た
「
仁
」
の
徳
は
「
天
」
の
「
生
々
」
の

働
き
に
則
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
人
間
が
共
通
に
持
っ
て
い
て
実

感
で
き
る
「
相
愛
し
相
養
ひ
相
輔
け
相
成
す
の
心
」
に
深
く
根
差
す

も
の
で
あ
っ
た
。
翻
っ
て
い
え
ば
、
老
子
が
「
仁
」
を
「
偽
」
と
し

て
批
判
し
た
の
は
、
単
に
「
仁
」
の
「
名
」
と
し
て
の
作
為
性
を
見

た
だ
け
で
、
「
仁
」
の
「
天
」
と
「
相
愛
し
相
養
ひ
相
輔
け
相
成
す

の
心
」
と
の
関
わ
り
ｌ
「
仁
」
の
自
然
性
を
見
え
な
か
っ
た
の
だ
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

前
節
で
見
た
こ
と
に
結
び
つ
け
て
考
え
れ
ば
、
お
そ
ら
く
柤
侠
は
、
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老
子
は
『
易
』
に
通
じ
て
い
て
も
、
『
易
』
の
中
の
「
生
」
の
原
理
（
仁
）

を
認
識
し
損
な
い
、
「
仁
」
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
柤
侠
の
考
え
で
は
、
人
間
社

会
は
「
仁
」
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
。
「
先
王
の
こ
の
道
を
立
つ
る

や
仁
を
以
て
す
。
故
に
礼
楽
刑
政
は
、
仁
に
非
ざ
る
者
な
し
」
。
「
仁
」

は
「
礼
楽
刑
政
」
Ｉ
「
道
」
を
も
っ
て
人
間
の
生
の
共
同
体
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
絶
対
必
要
な
徳
で
あ
る
。
修
得
の
過
程
か
ら
い
え

ば
、
「
仁
」
は
こ
の
生
々
の
共
同
体
に
積
極
的
に
参
入
し
、
聖
人
を

信
じ
て
、
黙
々
の
う
ち
に
「
道
」
を
実
践
し
て
初
め
て
得
ら
れ
る
徳

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
老
子
は
こ
の
「
仁
」
を
認
め
ず
、
ま
た
、

当
然
、
「
仁
」
の
徳
を
身
に
付
け
、
生
々
の
共
同
体
の
一
員
と
し
て

積
極
的
に
参
入
す
る
こ
と
も
し
な
い
。
老
子
は
「
仁
」
が
具
体
的
な

も
の
と
し
て
充
ち
て
い
る
「
礼
楽
刑
政
」
を
無
視
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
祖
棟
は
老
子
を
「
其
の
人
聖
な
れ
ど
も

仁
な
し
」
と
評
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
祖
侠
か
ら
見
れ
ば
、
聖
人
を
「
信
」
じ
な
い
老
子

の
「
言
」
に
は
「
仁
」
が
具
体
的
な
も
の
と
し
て
充
ち
て
い
る
「
礼

楽
刑
政
」
（
Ⅱ
「
物
」
）
が
失
わ
れ
、
そ
れ
故
に
そ
の
「
知
」
に
は
空
虚

性
が
付
き
ま
と
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
祖
侠
は
「
空
言
者
」
を
も
っ
て

老
子
を
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
「
知
礼
者
」
と
「
空
言
者
」
と
の
二
つ
の
概
念
を
め
ぐ
っ

て
柤
侠
が
抱
い
て
い
る
老
子
像
が
孕
む
も
の
を
見
て
き
た
。
で
は
、

こ
の
よ
う
な
「
老
子
」
は
、
後
世
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
遣
し
た
と

柤
棟
は
考
え
て
い
る
か
。
最
後
に
、
祖
侠
の
思
想
史
叙
述
に
簡
単
に

ふ
れ
て
お
き
た
い
。
柤
侠
は
老
子
の
「
空
言
」
に
ふ
れ
た
後
、
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。

こ
こ
を
以
て
其
の
言
は
弊
無
き
こ
と
能
は
ず
。
そ
の
徒
は
荘
周

が
輩
、
ま
す
ま
す
其
の
理
を
推
し
、
其
の
弁
を
馳
鰐
し
、
遂
に

一
家
を
成
す
。
後
世
乃
ち
其
の
流
れ
に
由
り
て
其
の
源
に
遡
り

て
、
老
荘
は
一
な
り
と
謂
ふ
者
は
、
非
な
り
。
（
七
筆
琶
ｇ

老
子
の
「
道
」
を
踏
ま
え
て
荘
子
な
ど
が
言
を
重
ね
、
一
層
「
空
言
」

に
馳
せ
、
そ
こ
で
い
わ
ゆ
る
「
老
荘
」
（
道
家
）
が
成
立
し
た
。
も
っ

と
も
、
柤
侠
は
「
「
老
荘
」
一
な
る
者
と
。
非
な
り
」
と
い
い
、
老
子

と
荘
子
の
言
説
の
間
の
差
異
に
も
注
意
し
て
い
た
。
お
そ
ら
く
、
但

侠
に
と
っ
て
老
子
は
「
礼
楽
の
源
」
を
見
た
「
知
礼
者
」
で
も
あ
り
、

そ
の
面
を
も
た
な
い
荘
子
と
区
別
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
続
い
て
沮
侠
は
、
「
「
老
子
」
は
乃
ち
其
の
言

ひ
難
き
者
を
言
は
ん
と
欲
し
、
言
未
だ
尽
さ
ず
し
て
、
害
生
ず
。
其

の
流
れ
、
「
荘
周
」
と
為
る
は
、
必
ず
免
れ
ざ
る
所
な
り
」
と
言
っ
て

四
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い
る
。
老
子
の
生
産
し
た
「
空
言
」
が
荘
子
な
ど
に
展
開
し
た
こ
と

は
や
は
り
免
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
柤
棟
は
こ
う

述
べ
て
い
る
。

子
思
孟
子
の
ご
と
き
も
、
ま
た
言
を
以
て
道
を
明
ら
か
に
せ
ん

と
欲
す
。
其
の
流
れ
は
必
ず
程
朱
に
至
り
て
と
ど
ま
る
。
…
…

思
孟
に
因
り
て
以
て
聖
人
の
道
を
見
ん
と
欲
す
る
は
、
則
ち
何

ぞ
老
荘
に
因
り
て
以
て
道
を
見
る
に
異
な
ら
ん
や
。
（
七
筆
ｇ
ｅ

後
儒
は
す
な
は
ち
「
恥
」
を
非
と
す
れ
ど
も
、
そ
の
尤
に
倣
ひ
、

こ
れ
を
言
ひ
て
已
ま
ず
。
名
存
し
て
物
亡
ぶ
。
仁
義
道
徳
の
説

盛
ん
に
し
て
、
道
ま
す
ま
す
明
ら
か
な
ら
ず
。
今
の
世
に
方
り

た
る
者
は
、
天
下
み
な
「
恥
」
の
徒
な
る
か
な
。
（
学
副
邑

子
思
、
孟
子
以
降
の
儒
者
は
老
子
を
批
判
し
て
も
、
「
言
を
以
て
道

を
明
ら
か
に
せ
ん
と
欲
」
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
結
局
み
な
老
子

を
踏
襲
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ゆ
え
沮
棟
は
、
「
後
世
の

儒
者
は
、
「
老
荘
」
の
内
聖
外
王
の
説
、
そ
の
骨
髄
に
倫
み
、
つ
ひ
に

先
王
の
道
の
民
を
安
ん
ず
る
の
道
た
る
こ
と
を
忘
る
」
（
弁
名
巨
）
・

「
た
だ
道
は
こ
れ
を
行
ふ
を
主
と
し
、
理
は
こ
れ
を
見
る
を
主
と
す
。

「
老
荘
」
お
よ
び
宋
儒
に
み
な
そ
の
見
る
所
を
主
と
す
。
故
に
喜
ん
で

理
を
言
ふ
の
み
」
（
弁
名
勗
巴
と
言
っ
て
い
る
。
「
理
」
と
い
う
「
見

る
」
も
の
、
内
面
的
に
観
照
す
る
も
の
ば
か
り
を
捉
え
、
そ
の
見
る

も
の
を
「
言
」
で
尽
く
そ
う
と
し
、
「
行
ふ
」
「
民
を
安
ず
る
」
こ
と
を

「
忘
れ
」
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
老
荘
か
ら
宋
儒
に
至
る
一
つ
の
流

れ
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

柤
棟
の
考
え
で
は
、
「
老
子
」
の
「
空
言
」
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、

「
道
」
が
内
面
化
さ
れ
る
過
程
が
思
想
史
的
に
進
ん
で
い
く
。
柤
侠

は
こ
の
よ
う
な
思
想
を
「
心
学
」
と
も
称
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、

柤
侠
は
「
今
の
世
に
方
り
た
る
者
は
、
天
下
み
な
「
「
恥
」
の
徒
」
と

言
っ
て
い
る
。
「
空
言
者
」
と
し
て
の
老
子
は
「
言
を
以
て
道
を
明

ら
か
に
せ
ん
と
欲
」
す
る
後
儒
の
師
と
も
言
え
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
老
子
は
「
知
礼
者
」
と
し
て
は
「
聖
」

の
ジ
ャ
ン
ル
の
人
材
で
あ
り
、
『
易
』
に
通
じ
て
孔
子
の
師
と
も
な

る
人
物
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
老
子
は
「
空
言
者
」
と
し

て
、
聖
人
へ
の
「
信
」
な
く
「
仁
」
を
持
つ
こ
と
な
く
、
道
の
具
体

性
を
忘
れ
て
こ
れ
を
「
言
」
の
み
で
尽
く
そ
う
と
し
た
。
そ
の
深
い

影
響
は
後
の
学
者
の
「
骨
髄
に
倫
」
ん
で
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
老

子
は
「
先
王
の
道
」
を
不
明
に
し
、
後
儒
の
議
論
を
い
っ
そ
う
「
空

言
」
化
さ
せ
た
元
凶
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
柤
侠
は
自
分

自
身
を
、
道
を
具
体
的
に
「
作
り
」
「
行
ふ
」
も
の
と
し
て
捉
え
、
聖

人
の
道
の
本
来
の
全
体
性
を
回
復
す
る
者
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

た
し
か
に
『
讓
園
十
筆
』
か
ら
「
学
則
』
に
か
け
て
老
子
像
が
顔
を

見
せ
る
の
は
一
見
唐
突
で
あ
る
。
し
か
し
、
柤
棟
に
お
い
て
は
、
い

わ
ば
思
想
史
の
枢
軸
に
位
置
す
る
よ
う
な
「
老
子
」
像
が
あ
り
、
彼

は
老
子
を
好
敵
と
し
て
こ
れ
と
格
闘
す
る
が
ゆ
え
に
そ
の
著
述
に
老

子
を
登
場
さ
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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注
（
１
）
近
世
日
本
の
老
荘
思
想
を
扱
っ
た
研
究
と
し
て
、
武
内
義
雄
「
日

本
に
お
け
る
老
荘
学
」
（
一
九
三
七
年
初
出
、
『
武
内
義
雄
全
集
』
六
、

角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）
、
尾
藤
正
英
「
荻
生
柤
棟
の
「
老
子
」
観
」

（
『
日
本
歴
史
』
川
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
）
、
福
永
光
司
「
江

戸
期
の
老
荘
思
想
」
（
『
道
教
と
日
本
文
化
』
人
文
書
院
、
一
九
八
二

年
）
、
中
野
三
敏
「
近
世
中
期
に
於
け
る
老
荘
思
想
の
流
行
」
（
『
戯

作
研
究
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
Ｊ
日
野
龍
夫
「
柤
侠
学
に

お
け
る
自
然
と
作
為
」
（
『
講
座
日
本
思
想
１
自
然
』
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
八
三
年
）
、
日
野
龍
夫
「
近
世
中
期
に
お
け
る
老
荘
思
想
」

（
『
宣
長
と
秋
成
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
四
年
）
、
野
口
武
彦
「
祖
侠

学
派
に
お
け
る
『
老
子
』
受
容
」
（
『
江
戸
人
の
歴
史
意
識
』
朝
日
新

聞
社
、
一
九
八
七
年
Ｊ
宮
崎
道
生
「
熊
沢
蕃
山
と
老
荘
思
想
」

（
『
季
刊
日
本
思
想
史
』
銘
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
二
年
）
、
小
島

康
敬
「
江
戸
思
想
史
の
中
の
老
荘
思
想
」
（
『
日
本
文
化
交
流
史
叢
書

３
思
想
』
大
修
館
書
店
、
一
九
九
五
年
）
、
大
野
出
『
日
本
の
近
世

＊
祖
侠
の
著
作
の
引
用
は
、
『
弁
道
』
『
弁
名
』
『
学
則
』
『
太
平
策
』
は

『
日
本
思
想
大
系
弱
荻
生
柤
侠
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
『
経

子
史
要
覧
』
『
讓
園
十
筆
』
は
『
荻
生
柤
棟
全
集
』
１
．
Ⅳ
、
み
す

ず
書
房
、
一
九
七
三
・
一
九
七
六
年
、
『
中
庸
解
』
は
『
荻
生
柤
侠

全
集
』
２
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
三
年
、
『
論
語
徴
』
は
東
洋
文

庫
（
刑
・
刑
）
、
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
、
『
祖
採
集
』
は
『
近
世
儒

家
文
集
集
成
』
第
三
巻
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
五
年
に
よ
る
。
半

角
英
数
字
は
そ
の
頁
数
で
あ
る
。

と
老
荘
思
想
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
２
）
古
文
辞
学
と
『
老
子
』
『
荘
子
』
二
言
の
関
係
に
論
及
し
た
代

表
的
な
論
文
と
し
て
前
掲
武
内
論
文
が
挙
げ
ら
れ
る
。
柤
侠
の
思
想

形
成
と
老
荘
思
想
の
関
係
に
注
目
し
て
、
研
究
し
た
代
表
的
な
論
文

に
は
前
掲
の
野
口
論
文
及
び
日
野
論
文
が
あ
る
。

（
３
）
注
（
１
）
参
照
。

（
４
）
前
掲
尾
藤
論
文
、
五
二
頁
。

（
５
）
同
前
。

（
６
）
「
礼
楽
の
原
」
と
い
う
語
の
出
典
は
、
『
礼
記
』
の
「
孔
子
日

…
…
夫
民
之
父
母
乎
、
必
達
於
礼
楽
之
原
」
で
あ
る
。
ま
た
『
孔
子

家
語
』
で
は
「
吾
聞
老
恥
博
古
知
今
、
通
礼
楽
之
原
、
明
道
徳
之
帰

…
…
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
礼
楽
之
原
」
に
通
じ
る
こ
と
を
も
っ
て

老
子
の
知
識
の
博
識
を
形
容
す
る
。
こ
の
言
葉
に
つ
い
て
、
現
在
の

柤
侠
研
究
で
は
、
既
述
し
た
尾
藤
正
英
の
解
釈
の
ほ
か
に
、
前
田
勉

は
「
「
礼
楽
の
源
」
と
は
『
讓
園
随
筆
』
の
「
易
道
の
退
一
歩
の
法
」
そ

の
も
の
だ
っ
た
．
．
・
・
・
・
現
実
的
効
果
を
ね
ら
っ
て
一
歩
退
く
政
治
技
術

で
あ
っ
た
」
（
『
日
本
近
世
の
儒
学
と
兵
学
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九

六
年
、
二
六
二
頁
）
と
い
う
。
田
原
嗣
郎
は
「
「
礼
楽
の
原
」
と
い
う

言
葉
は
内
容
の
一
定
し
た
、
祖
棟
に
お
け
る
術
語
と
し
て
の
意
味
を

に
な
う
言
葉
と
は
思
わ
れ
な
い
」
（
『
柤
侠
学
の
世
界
』
東
京
大
学
出

版
社
、
一
九
九
一
年
、
三
五
’
三
九
頁
）
と
い
う
。
平
石
直
昭
は
「
堯

舜
の
立
て
た
礼
楽
の
普
遍
妥
当
性
は
、
聖
人
の
「
窮
理
尽
性
」
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
さ
れ
た
「
天
地
の
道
」
「
人
物
の
性
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
連
関
を
理
解
す
る
こ
と
が
、

柤
侠
の
い
う
「
礼
楽
の
原
」
を
知
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
で
あ
っ
た
」

（
「
柤
侠
学
に
お
け
る
「
道
」
の
普
遍
性
と
相
対
性
」
『
日
本
思
想
史
学
』
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型
、
一
九
九
二
年
、
一
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
７
）
柤
棟
は
、
し
ば
し
ば
「
心
学
」
と
い
う
詞
で
、
宋
学
者
や
仁
斎

を
批
判
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
宋
儒
は
心
学
を
貴
び
、
動
も
す
れ
ば
、

諸
を
己
に
求
め
…
…
」
（
論
語
徴
巨
禽
）
「
仁
斎
又
た
「
慈
愛
の
心

傾
刻
も
忘
れ
ざ
る
」
を
以
て
仁
と
為
す
。
こ
れ
孟
子
が
内
外
の
説
の

囿
す
る
所
、
あ
に
心
学
に
あ
ら
ず
邪
」
（
論
語
徴
二
ご
巴
な
ど
。

（
８
）
「
孔
子
が
老
子
に
礼
を
問
う
」
こ
と
は
そ
の
ほ
か
に
『
荘
子
』

『
礼
記
』
『
呂
氏
春
秋
』
『
韓
詩
外
傳
』
『
孔
子
家
語
』
に
も
記
載
さ
れ

て
い
る
。

（
９
）
「
蕃
亀
は
み
な
鬼
神
の
命
を
伝
ふ
。
こ
れ
易
の
鬼
神
を
言
ふ
所

以
な
り
」
（
弁
名
届
巴
・

（
帥
）
『
易
経
』
の
引
用
は
本
田
済
が
注
釈
し
た
『
易
』
（
朝
日
新
聞
社
、

一
九
六
七
年
）
に
拠
る
。
『
老
子
』
の
引
用
は
『
老
子
』
（
福
永
光
司

注
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
）
に
拠
る
。
ま
た
『
易
』
と
『
老

子
』
の
間
の
思
想
的
な
繋
が
り
に
関
す
る
指
摘
は
古
く
か
ら
な
さ
れ

て
き
た
。
例
え
ば
、
本
文
で
挙
げ
た
『
易
経
』
の
尚
謙
思
想
と
『
老

子
』
（
道
家
）
の
繋
が
り
に
つ
い
て
、
班
固
は
『
漢
書
・
芸
文
志
』

で
「
道
家
者
流
、
蓋
し
出
於
史
官
、
…
…
此
君
人
南
面
之
術
也
。
合

於
堯
之
「
克
穰
」
、
『
易
』
之
「
嚥
嚥
」
…
…
」
と
言
う
。

（
Ⅱ
）
『
王
注
老
子
道
徳
経
』
東
京
大
学
所
蔵
本
、
一
丁
。

（
岨
）
祖
棟
の
抱
く
孔
子
像
に
つ
い
て
は
、
田
尻
祐
一
郎
「
荻
生
柤
侠

の
孔
子
像
」
（
『
論
集
江
戸
の
思
想
』
高
崎
哲
学
堂
設
立
の
会
、
一

九
八
九
年
）
、
平
石
直
昭
「
荻
生
柤
棟
と
先
行
儒
学
ｌ
孔
子
像
を
中

心
に
ｌ
」
（
『
日
中
文
化
交
流
史
叢
書
３
思
想
』
大
修
館
書
店
、
一

九
九
五
年
）
、
片
岡
龍
「
荻
生
柤
侠
の
天
命
説
」
（
『
日
本
思
想
史
学
』

的
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
型
柤
棟
の
理
論
体
系
に
お
い
て
、
名
詞
と
し
て
の
「
知
」
は
ほ
ぼ

「
智
」
と
同
じ
意
味
だ
と
思
う
。
「
知
」
と
「
智
」
が
通
用
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
弁
名
』
で
は
、
「
聡
明
容
知
」

（
窪
）
、
「
聡
明
容
智
」
（
＄
、
霊
、
認
）
。
ま
た
「
聖
知
」
ｐ
圏
）
、

「
聖
智
」
（
霊
、
麓
、
弓
巴
。
「
知
愚
」
（
窪
、
巨
ｅ
、
「
智
愚
」
（
裳
、

き
）
な
ど
。
ま
た
、
柤
侠
学
に
お
け
る
「
知
」
の
含
意
に
つ
い
て
は
、

澤
井
啓
一
の
「
「
知
」
の
位
相
Ｉ
柤
侠
学
の
方
法
ｌ
」
（
『
寺
子
屋
語
学

文
化
研
究
所
論
叢
』
第
三
号
、
一
九
八
四
年
）
を
参
照
。

（
Ｍ
）
吉
川
幸
次
郎
「
日
本
的
思
想
家
と
し
て
の
祖
侠
」
（
『
仁
斎
・
柤

棟
・
宣
長
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）
は
、
祖
侠
の
「
信
」
の
思

想
を
「
信
頼
の
哲
学
」
と
称
す
る
。
こ
の
吉
川
の
「
信
」
理
解
へ
の

批
判
に
つ
い
て
は
、
平
石
直
昭
「
戦
中
・
戦
後
柤
棟
論
批
判
ｌ
初
期

丸
山
・
吉
川
両
学
説
の
検
討
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
社
会
科
学
研
究
』
釣

巻
１
号
、
一
九
八
七
年
）
を
参
照
。

（
妬
）
黒
住
真
「
柤
棟
に
お
け
る
学
問
の
基
底
Ｉ
学
と
主
体
の
「
大
」

「
小
」
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
『
日
本
思
想
史
叙
説
』
）
、
一
八
七
頁
。
ち
な

み
に
、
柤
棟
の
学
問
論
に
つ
い
て
は
、
小
島
康
敬
「
荻
生
柤
侠
の
学
」

（
『
柤
侠
学
と
反
祖
棟
』
所
収
）
も
参
照
。

（
東
京
大
学
大
学
院
）
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